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① 京都産業大学図書館のホー

ムページにアクセス。 
 
② トップページの右上にある

 

 
こ の バ ナ ー を 
ク リ ッ ク ！ 
検索画面が表示されます。 
 

③ 書名や著者名が分かってい

れば指定の欄に入力。 
具体的に資料が決まってい

ない場合等はキーワード検

索に挑戦してみよう。 
注)キーワードを 2つ 
以上入力するとき
キーワードとキーワードの

間に空白(スペース)ではな
く“＆”を入力する
こと！ 

 
④ 検索ボタンをクリック。 
 検索結果はキーワードによってその数が違ってきます。キーワードに「中国」とだけ入力す

ると検索結果は 1万件を越えますが，上図のように「＆世界遺産」と，キーワードをどんどん
“＆”で追加すれば検索結果はさらに数件に絞り込めます。正確な書名が分からない時，調べ

ている事柄について書かれた図書を探す時にも便利です。あなたの探している本もきっと見つ

かりますよ。 

◆今年のキーワードを元に、図書館で所蔵している資料を探してみましょう！◆ 

今回は図書館から 2008年のキーワードに関するおすすめの図書や雑誌，視聴覚資料や便利なデ
ータベース等を紹介します。この号を手に，各資料を実際に探していくと図書館 1 階から３階ま
でいろんな場所を回れるようになっています。いつもは「新聞読みに行くだけ。」「指定図書を借

りに行くだけ。」といった方も，ぜひ時間があるときに，図書館内を探検してみてください。 
 ではその前に，キーワードから資料を検索する方法を簡単にご紹介します。 
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其の一 知っているようで知らない オリンピック                            

「マラソンの“キセル事件”」や「競泳は海や川で行われていた」など多くのエピ 

ソードが満載の『オリンピック・トリビア! : 汗と涙と笑いのエピソード』/ 満薗文博 

著 新潮社(780.69||MIT ２階－文庫)や，近代オリンピック全大会とその時 

代背景，「アマチュアリズム」など現代のテーマも盛り込んだ『オリンピッ 
ク全大会 : 人と時代と夢の物語』/ 武田薫著 朝日新聞社(780.69||TAK ２階) 

という図書があります。過去の大会を振り返った後には，雑誌コーナーで 

各競技の最新情報をチェックしてみてはいかがでしょうか。 

 
 

其の二 開催地・中国ってどんな国？ 

多くの世界遺産がある中国。前ページの例“中国&世界遺産”のキー 
ワードで検索すると，『九寨溝, 黄龍 ; 龍門石窟』/ TBS (発売) (709||SEK 
１階)など図書館所蔵の DVDなどもヒットします。館内の個人視聴覚室 
等で見る事ができますので，１階ＡＶカウンターにて手続きをしてくだ 
さい。また，12ページの Lib.なびでは，法学部の周喆先生に雑誌『月刊 
中国 News』をご紹介いただきました。合わせてご覧ください。 

 
 

其の三 旅の計画に 留学の準備に 図書館資料 

         

 

 
    
   

 

 
やってきました！オリンピックイヤー!! 
第 29 回となる今年のオリンピック競技大会
は，中国・北京を主な会場として，８月８日から

17日間の予定で開催されます。競技・種目は 28
競技・302 種目が実施される予定です。 

  ２階 雑誌コーナー  

長い長い夏休みの旅行計画を立てるとき，

語学留学を考え始めたとき，図書館の『地球

の歩き方』や雑誌『留学ジャーナル』を利用

していますか。まずは，図書館に所蔵してい

る資料で情報を集めてみてください。 
ちなみに，３階資格・就職コーナーには

『中国留学サクセスブック : プログラムの選
び方から留学中の生活まで』/ イカロス出版
(377.6||TYU||2006/2007 ３階―資格･就職)な
ど，留学に関する資料も取り揃えています。 

１階 ＡＶカウンター １階 ＡＶカウンター 
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 今年は第 44 代のアメリカ大統領が選ばれる年
です。新しい大統領はいつどうやって決められる

のでしょうか？応援に歌手や俳優も登場して，4
年に 1 度のお祭りといった側面も持つ大統領選
挙。 
このページでは新聞記事のデータベースを使

ってアメリカ大統領選挙について調べる方法を

お教えします。 

新聞のデータベースを使うとニュースの流れから選挙のことを知ることができます。 
図書館ホームページからアクセスできるデータベース，聞蔵Ⅱビジュアルは朝日新聞の最新記事から過去の記

事の検索まで幅広くニーズに対応してくれます。 
 
その他にも日本経済新聞の「日経テレコン 21」と読売新聞の「ヨミダス文書館」も利用することができます。

各社による分析の違いを見比べながら，図書館の蔵書も参考にするときっと理解が深まります。 
データベースの使い方は，新入生のための図書館利用教育やゼミクラス対象のガイダンスで説明しています。 

また３階レファレンスカウンター横には情報検索コーナーがあり，判例

のデータベースや各種 CD-ROMを使って調べ物をすることができます。
なかでも LLI（主要法律雑誌の横断検索）では『ジュリスト』や『判例タ
イムズ』『金融商事･判例』などの記事を手軽に探すことができますので，

法学部生には心強い味方です。 
ぜひ，ご利用ください。 

其の一 アメリカ大統領になるには･･･ 

大統領選挙に立候補するにはアメリカ

生まれでアメリカ国籍を持ち，アメリカ

に 14年以上住み，35歳以上であること
という条件があります。 
また，有権者の条件は 18 歳以上です

が，あらかじめ「有権者登録」をして，

投票する権利を得る必要があります。 
其の二 データベースを利用するには･･･ 

大学内のパソコンであれば，図書館のホーム

ページを通じてどこからでも利用することが

できます。 
（例）聞蔵Ⅱビジュアルの場合 
図書館ホームページ → 右側メニューの記事・
データベース検索 → 聞蔵Ⅱビジュアルをクリ
ック → 「聞蔵Ⅱビジュアル セッションスタ
ート」をクリック！ 

３階 情報検索コーナー 
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主要国首脳会議は各国持ち回りで年 1 回開

催され,国際経済問題の調整が行われます。 

2008 年 7 月 7 日～9 日に日本が会場国とな

り，アメリカ，イギリス，フランス，ドイツ，

イタリア，日本，カナダ，ロシアの 8 ヶ国首

脳が集まります。 

検索結果 一覧画面 

記事 本文 

検索画面 フリーワード設定部分 

 

 

検索画面 

其の一 開催地は北海道洞爺湖 

北海道のホットなニュースは『北海道新聞』で！ 

２階メインカウンター横の新聞コーナーの地方紙ラックに

日本各地の新聞がありますので，ここでチェック！ 

其の二 洞爺湖サミット 

洞爺湖についてのどんな雑誌があるでしょうか。調べた記

事本文をパソコンの画面に表示できる日経 BP 記事検索サー

ビスで調べてみましょう。 

※日経 BP 記事検索サービスとは日経 BP 社発行の雑誌を収録し,記事本文を画 

面上に表示させることのできるデータベースです。 

簡単にできますので是非試してみてください。

２階 地方紙ラック 
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西  暦 日本のできごとと，おすすめ図書館資料 

１００８年   

（千年紀） 源氏物語の成立  

   

   

   

   

   

１８５８年   

（没後 150 年） 安藤広重没（10 月 12 日）  

   

   

   

   

   

１９５８年   

（50 周年） 東京タワー公開（12 月 23 日）  

   

   

   

   

１９７８年   

（没後 30 年） 学祖・荒木俊馬総長没（７月 10 日）  

   

   

   

１９８３年   

（25 周年） 東京ディズニーランド開園（４月15日）  

   

   

   
１９８８年 

（20 周年） 

青函トンネル開業（３月 13 日） 

瀬戸大橋開通（４月 10 日） 

 

   

   

 
 
 

『Le dit du Genji = Genji monogatari 』 

913.36||MUR||1/3 地下２階 

源氏物語のフランス語訳。 

『源氏物語 巻一-巻十』 

[紫式部著] ; 瀬戸内寂聴訳 

913.36||MUR||1/10 ２階 

『広重 : 東海道五拾三次 : 保永堂版』 

[安藤広重画] ; 鈴木重三, 木村八重子, 大久保純一著

大型 721.8||AND ２階 

『東京タワー : オカンとボクと、時々、オトン』 

リリー・フランキー著 

913.6||RIR ２階 

映画化，ドラマ化もされたベストセラー小説。 

これも!? 

『大宇宙の旅』 

荒木俊馬著 

440||ARA ２階-指定図書 

『東京タワー恋人たちの戦い : 世界一の

テレビ塔建設・333m の難工事』 

DVD(AV) 210.76||NHK||2-2 １階 

『「エンタメ」の夜明け 

ディズニーランドが日本に来た! 』 

馬場康夫著 689.5||BAB ３階 

『ディズニーランド「キャスト」

育成ノウハウ : 接客サービスの 

好感度世界 no.1』 小松田勝著 

689.5||KOM ３階-資格・就職 

『男たち不屈のドラマ瀬戸大橋 

世紀の難工事に挑む』 

DVD(AV) 210.76||NHK||2-7 １階

『友の死を越えて : 青函トンネル・

24 年の大工事』 

DVD(AV) 210.76||NHK||1-3 １階 

銀河鉄道999は 

ここから生まれた。 
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西  暦 世界のできごとと，おすすめ図書館資料 

２０８年   

（1800 年前） 赤壁の戦い  

   

   

   

   

   

１６０８年   

（生誕 400 年） ジョン・ミルトン誕生（12 月９日）  

   

   

   

   

１９０８年   

（100 周年） 『赤毛のアン』発表  

   

   

   

（生誕 100 年） ヘルベルト・フォン・カラヤン誕生（４月５日）  

   

   

   

   

１９１８年   

（生誕 90 年） リチャード・P・ファインマン誕生（５月 11 日）  

 没後 20 年（1988 年２月 15 日）でもある。  

   

   

   
１９６８年   

（没後 40 年） ヘレン・ケラー没（６月１日）  

   

   

   

 
 

『三国志 : 正史と小説の狭間』 

満田剛著 

222.043||MIT ２階 

『失楽園』上・下 

ミルトン著 ; 平井正穂訳 

931.5||MIL||1/2 ２階-文庫 

『赤毛のアン』 

モンゴメリ [著] ; 村岡花子訳 

933||MON ２階-文庫 

※文庫コーナーにシリーズあり 

『交響曲第 9番ニ短調作品 125「合唱」』（カラヤンの遺産(レガシー)）

ベートーヴェン[作曲] ; ヘルベルト・フォン・カラヤン[指揮] 

DVD(AV) 764||KAR||5 １階 

『赤壁の戦い』（三国志演義） 

王扶林総監督 ; 羅貫中原著 

DVD(AV) 778.222||OUH||3 １階

 

『ファインマン流物理がわかるコツ』 

ファインマンほか著 ; 戸田盛和, 川島協訳

420||FEY ３階 

『ファインマン物理学』１～５巻

ファインマンほか[著] 

420.7||FEY||1/5 ３階 
『奇跡の人ヘレン・ケラー自伝』 

ヘレン・ケラー[著] ; 小倉慶郎訳 

289.3||KEL ２階-文庫 

今号の特集はこれで終わりです。ここで紹介した資料を探せますか？ 

もしわからないことがあれば，レファレンスカウンターで気軽にたずねてください。 

「三国志」の中でも有名な戦い。 

小説は「三国志演義」の方です。 

ドラマ・映画化された 
ものとは違います。 
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平成19年度京都産業大学図書館利用者アンケートを実施して 

平成 19 年 9 月 27 日～10 月 6 日の間，来館時及びウェブサイトにおいて図書館利用者 
アンケートを実施し，800 人の方からのご意見をいただきました。ご協力に感謝すると共に，

概要を報告いたします。詳細は館内配布の冊子を参照ください。（図書館ホームページにも 
掲載予定） 

 

Ｑ．あなたは？ 

やはり圧倒的に学生です。（89％） 

所属別で見ると法・経済・経営・外国語

の順に多いです。 

Q．よく使うコーナーは？ 

38
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200

132

206
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17

267
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⑫その他

⑪パソコン室

⑩視聴覚室

⑨グループ室・研究個室

⑧閲覧室

⑦指定図書コーナー

⑥参考図書コーナー

⑤資格・就職コーナー

④文庫ｺｰﾅｰ

③ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞｯｸｽｺｰﾅｰ

②京都ｺｰﾅｰ

①新聞・雑誌コーナー

 

パソコン室の利用が大変多い（318 名）こ

とが分かりますが，新聞・雑誌コーナーも

人気です（267 名）。文庫や参考図書コーナ

ーもよく使われていることが分かります。 

音楽は i-pod やケータイで，読書も文庫

かケータイで，と言うことでしょうか，か

さばる単行本は敬遠されているようです。 

Ｑ．さらに充実してほしい 

コーナーは？ 

129

66

78

18

35

78

118

168

13

20

118
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⑦指定図書コーナー

⑥参考図書コーナー

⑤資格・就職コーナー

④文庫コーナー

③ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞｯｸｽコーナー

②京都コーナー

①新聞・雑誌コーナー

 

文庫コーナーがトップで（168 名），パソ

コン室（129 名）がこれに続き，資格・就

職と雑誌・新聞コーナーは同数（118 名）

です。 

 

 

パソコン室のパソコンが 

新しくなりました！ 

古い文庫は順次入れ替えます。 
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Ｑ．図書館Ｗｅｂサービスは？ 

登録すれば，ウェブサイトから貸出更新や

予約ができるサービスですが，まだまだ未登

録の方が多いようです。 

 

Ｑ．蔵書検索EZ-Catを 

使っていますか？ 
 

「よく使う」「たまに使う」を合わせると実

に81％で，蔵書検索EZ-Catの利用がよく浸透

していることが分かります。 

 

5-1  蔵書検索EZ-Catの利用

②たまに
35%

③使わない
16%

無
3%

①よく
46%

 
 

検索項目としては「著者」「書名」「キーワ

ード」の利用が圧倒的です。利用教育の成果

が垣間見えます。 
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⑧分類

⑦刊年
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⑤フルタイトル

④出版社

③著者名

②書名

①キーワード

 

 

 

ただ30％が，検索しても本がどこにあるか

分からないと答えています。マニュアルやヘ

ルプに工夫の必要がありそうです。 

 

5-3  蔵書検索EZ-Cat使用時の困難点

②結果不明
30%

③もどれない
8%

④キーボード
9%

⑥その他
5%

⑤特になし
43%

①検索不明
5%

 

Ｑ．図書館に望むことは？ 

自由にお書きいただいた部分です。感謝の

お声（17名），係員へのご批判（4名）等の意

見をありがとうございました。 

□ 開館時間について（6名） 

日曜・祝日は年間通して（お昼まででもよ

いので)開館してほしい／平日21時，土曜20

時まで，休日18時まで延長してほしい 

□ 施設について（18名） 

パソコン室を広く／パソコンをたくさん／

プレゼンの練習ができる部屋を／グループ室

を防音に／トイレの個室に荷物台を 

 

 

 

 

 

 

□ 資料について（30名） 

定評のある本は複数冊欲しい／旧版は全て

撤去して！／もっと，実務書・スペイン語検

定・スペイン語関係・戯曲・文庫・ライトノ

ベル・現代文学・新書・生物学関係洋雑誌・

バイク雑誌・ＤＶＤを！ 

 

 

 

 

 

（図書館利用改善委員会） 

トイレ個室に荷物台できました！ 

新しいグループ視聴覚室は、ＰＣを持込んで

プレゼンの練習にも最適！ 

ぜひ！具体的に！ 

購入希望図書申込みをお待ちしています。 
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図書館に個性あり ― ケルン大学より 

Institut für internationales und ausländisches 

Privatrecht der Universität zu Köln 

ケルン大学国際私法・外国私法研究所図書館 
 
Rechtswissenschaftliches Seminar der 

Universität zu Köln 

ケルン大学法学部図書館 
 
Universitäts- und Stadtbibliothek Köln 

ケルン大学図書館  （ドイツ連邦共和国） 
吉永 一行 

 

 Guten Morgen!（おはよう）と，今日も大きな声が

響く。ケルン大学法学部別館（Rechtshaus）は，入

口の右側が図書館である。カウンターに座る司書の

方とのあいさつで一日が始まる。地上部分は１階の

みで閲覧室が設けられている。3層ある地下が書庫

である。 

 入口の左側が，８階建て

の研究室棟である。ここに

は私がお世話になっている

国際私法・外国私法研究所

の他，外国刑法・国際刑法

研究所，公法・国際法研究

所，ＥＵ法研究所などいく

つかの研究所が入っている。 
 ケルン（ドイツ語Kölnの

発音は「コルン」に近い）

は，人口百万人を誇るドイ

ツ第四の都市である。ローマ軍の宿営地として街が

築かれたのが起源であり，街の名も「植民市」を意

味するラテン語「コローニアcolonia」に由来する。

もっともローマ帝国の城壁・城門よりもケルンを有

名にしているのは，中央駅前にそびえる世界遺産の

ドーム（ケルン大聖堂）である。1248年に建設を開

始したものの，16世紀に一度工事が中断。1842年の

工事再開から38年後の1880年に完成。第二次大戦

中には空襲を受け，近年では景観破壊の危機にもさ

らされるなど，壮絶な歴史をくぐり抜けてきたその

姿は，威風辺りを払うものがある。 
 そのドームから南西の方向，都心部の喧噪を離れ

た閑静な地に，ケルン大学は広大なキャンパスを広

げている。国際私法・外国私法研究所は，その中で

は北東側の片隅に位置している。 
 研究所というのは，日本の大学生，とりわけ法学

部などの文系学部の学生には，イメージがわかない

かもしれない。研究所は，所長となる教授を中心と

して，その指導を受けて自らの教授資格論文・博士

論文を執筆している研究スタッフと，秘書・図書館

司書をはじめとする事務スタッフとから構成されて

いる。教授は，自らの研究を行うだけでなく，これ

らのスタッフを束ね，組織を運営するのである。 
さらに，研究所には，研

究に必要な「モノ」，つまり

文献がそろえられている

（物理や化学などであれば

実験装置なども重要となる

だろうが）。このエッセイを

読んでいる学生の中にも，

教授の研究室を訪れて，部

屋を埋め尽くす本の数に驚

いた経験を持つ人が少なく

ないだろう。しかしそれは，

その教授１人のために１部屋が与えられているだけ

であり，そこにある本も教授が自分の研究のために

集めたものである。これに対して研究所となると，

そこに属する研究スタッフがそれぞれに行う研究を

支えるだけの文献が必要となる。このため研究所は，
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同時に「図書館」でもある。国際私法・外国私法研

究所の蔵書として収められている書籍は９万冊を超

える。法学部の，その中でもさらに限定された分野

についての書籍だけでこの冊数に達するのであるか

ら，充実度のほどは自ずと理解されるだろう。 
 もっとも，限定された分

野について専門書を集中し

て集めてくれているという

だけが研究所型図書館のい

いところではない。ここは

先程述べたように，「人」が

集まるところである。相互

に情報を交換し，研究につ

いて意見を求め，また励ま

し合って研究を進めていく。

「研究組織」などというと

いかめしいかもしれないが，研究者が協力し合いな

がらそれぞれに研究を進めていくのは，学生が「サ

ークル」を作り，互いに協力し合いながら何かを成

し遂げていくのと共通する部分があるのかもしれな

い。こうなると，研究所ごとに「個性」が出てくる

のも当然だろうし，我らが国際私法・外国私法研究

所のようにアット・ホームな雰囲気あふれる研究所

であれば，クリスマスなどに，皆がクッキーやケー

キを持ち寄ってちょっとしたパーティー（といって

も皆で乾杯し，しばしグラスを片手に歓談する程度

のものであるが）を開いたりするのも理解できるで

あろう。もっとも，その際司書の方が書庫からゼク

ト（スパークリング・ワイン）を取り出してきたり

すれば，ちょっと驚きかもしれないが（ちなみにOPAC

で検索してみてもヒットしないとのことである）。 
 このようにアット・ホームな研究所の図書館と比

較すると，法学部図書館，あるいは大学図書館（中

央図書館）は，いわゆる「大学図書館」という雰囲

気であり，どうしても味気ないものになる。ただそ

れでも，蔵書数は前者が注釈書や基本書を中心に20

万冊，後者では医学以外のあらゆる分野から360万

冊にも達するのであり，研究にあたって絶対に欠か

せない設備であることは間違いない。 
 もっとも法学部図書館は，蔵書数もさることなが

ら，多くの法学部学生が集まるという点にも特色が

ある。縦長の書庫兼閲覧室に何百人もの学生がひし

めき合うようにして座りながら，全く無言で資料を

読みふけり，集中する様子は，足音一つ立てること

さえためらわせる圧力を持っている。 
 大学図書館の閲覧室も，

法学部図書館ほどではない

が緊張感が張りつめている。

もっともこの図書館の特色

は，大部分の蔵書が閉架式

の書庫に収められている点

にある。閲覧のためには事

前にインターネットを通じ

て蔵書を検索し，貸出予約

を入れておく必要がある。

なお貸出期間は「２週間」

ではなく「10開館日」というように定められる。日

曜や祝日を期間に含めないのは，宗教的・文化的な

背景から，休日を大切にするドイツらしい制度であ

る。 
 先ほど書いた通り，専門分野ごとに作られた研究

所がそのまま図書館でもあるのだから，キャンパス

にはこの他にも多くの図書館がある。個性豊かな各

図書館が，役割分担をしながらケルン大学のインフ

ラの一角を担っているわけである。こうした「分業

制」は，４万人を超える学生数（京産大の３倍強）

を誇るドイツ最大規模の大学であるが故に可能なの

であろう。そしてまた，「分業制」であるが故に，ア

ット・ホームな図書館も生まれるわけである。 
（よしなが かずゆき 法学部教員） 
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し
か
し
人
間
誰
し
も
自
分
が
一
番
か
わ
い
い
は

ず
だ
。
だ
か
ら
楽
な
道
を
進
も
う
と
す
る
し
、
こ

れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
そ
う
し
て
し

ま
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
し
ま
う
自
分
も

純
粋
な
の
か
な
あ
と
思
っ
た
り
も
す
る
。 

 

外
国
語
学
部 

在
籍 

 

ペ
ル
ー
ジ
ャ
外
国
人
大
学(
イ
タ
リ
ア)

留
学
中 

菅
原  

壮
平
（
す
が
は
ら 

そ
う
へ
い
） 

 

『
そ
の
と
き
は
彼
に
よ
ろ
し
く
』 

市
川
拓
司
著 

小
学
館 

 913.6||ITI /２階-文庫

そ
の
と
き
は
彼
に
よ
ろ
し
く 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
あ
と
２
０
０
日
く

ら
い
で
い
よ
い
よ
開
催
で
す
。
北
京
は
中
国
の

首
都
で
あ
り
、
政
治
や
文
化
の
中
心
地
と
し
て

悠
久
の
歴
史
を
持
つ
古
都
で
も
あ
り
ま
す
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
へ
向
け
急
速
に
再
開
発
が
進

み
、
北
京
市
内
は
最
後
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
や

様
々
な
準
備
で
さ
ら
に
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

中
国
と
隣
り
合
っ
て
い
る
日
本
に
い
る
と
多
少

臨
場
感
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
機
会
に
中
国
行
き

を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。 中

国
又
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
方
は
是
非
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
中
国

の
状
況
が
満
載
さ
れ
、
現
代
中
国
の
自
然
な
情

報
を
届
け
て
い
る
『
月
刊
中
国
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
』（「
中

国
新
聞
週
刊
」
日
本
語
版
）
を
読
ん
で
く
だ
さ

い
。 「

影
響
力
の
あ
る
人
に
影
響
を
与
え
る
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
す
る
「
中
国
新
聞
週
刊
」

は
中
国
新
聞
社
発
行
で
、
信
頼
で
き
る
一
流
の

ニ
ュ
ー
ス
・
時
事
・
政
治
系
雑
誌
と
評
価
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

『
月
刊
中
国
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
』
は
変
貌
を
続
け
る
中

国
の
政
治
、
経
済
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
文
化
、

教
育
、
体
育
、
社
会
、
日
中
関
係
、
国
際
問
題
な

ど
の
分
野
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
賞
、
中
国

へ
の
観
光
・
留
学
に
お
役
立
て
下
さ
い
。 

 

法
学
部
教
員 周 

喆
（
し
ゅ
う 

て
つ
） 

 

『
月
刊
中
国
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ 

「
中
国
の
今
」
を
伝
え

る
総
合
情
報
誌
』 

日
中
通
信
社 

000TAN3 /２階-雑誌 

月
刊
中
国
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ 

「
純
粋
」。
こ
の
言
葉
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど

う
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
だ
ろ
う
か
。
私

に
と
っ
て
純
粋
と
は
、
私
自
身
が
そ
う
で
あ
り
た

い
と
願
う
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
ご
と
に
も

素
直
で
正
直
で
、
ま
っ
た
く
汚
れ
が
な
い
。
こ
う

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。 

 

今
回
私
が
紹
介
す
る
本
『
そ
の
と
き
は
彼
に
よ

ろ
し
く
』
に
出
て
く
る
登
場
人
物
は
す
べ
て
私
の

思
い
描
く
純
粋
像
と
合
致
す
る
。
幼
い
頃
、
智
史

は
水
草
屋
の
店
長
に
、
佑
司
は
画
家
に
、
花
梨
は

水
草
屋
の
看
板
娘
と
画
家
の
モ
デ
ル
に
な
る
と

約
束
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
約
束
を
果
た
し
て
い

く
。
約
束
と
い
う
も
の
は
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
忘

れ
去
ら
れ
、
色
あ
せ
て
い
く
も
の
だ
。
だ
が
こ
の

作
品
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
、
私
の
考
え
る
純

粋
さ
を
感
じ
る
。 

 

「
何
で
あ
の
時
あ
ん
な
こ
と
を･･･

」、「
何
で

あ
の
時
あ
あ
し
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う･･･

」、「
今

な
ら
あ
あ
い
う
風
に
す
る
の
に･･･

」
こ
ん
な
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
実
際
に
起
こ
っ

た
こ
と
を
簡
単
に
は
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
自
分
が
い
る
。
そ
ん
な
自
分
が
嫌
に
な
っ
た

り
す
る
。 
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バ
タ
フ
ラ
イ
・
エ
フ
ェ
ク
ト 

Ｔ
ｈ
ｅ 

ｂ
ｏ
ｓ
ｓ
ａ 

ｎ
ｏ
ｖ
ａ  

抱
い
て
「
最
後
の
決
断
」
を
行
い
ま
す
。 

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
で
流
れ
る
、
オ
ア
シ
ス
の
名

曲”Stop Crying Your H
eart Out”

の
詞
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
行
動
し
て

い
る
か
」
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

必
ず
、
こ
の
映
画
の
「
切
な
い
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン

ド
」
は
あ
な
た
の
心
に
残
る
は
ず
で
す
。 

 

法
学
部 

三
年
次
生
・
映
画
研
究
部 

 
 
 
 

前
田 

雄
大
（
ま
え
だ 

ゆ
う
だ
い
）  

「
ジ
ャ
ケ
買
い
症
候
群 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
楽

曲
を
知
ら
ず
に
魅
か
れ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け
で

Ｃ
Ｄ
を
購
入
し
て
し
ま
う
、
微
妙
に
小
遣
い
に
余

裕
の
あ
る
と
き
に
発
症
す
る
」 

 

６
年
前
の
こ
と
、
雑
貨
店
の
一
角
で
私
は
こ
れ

を
発
症
し
た
。
目
の
前
に
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
は
、
可
愛
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
レ
コ
ー
ド

を
銜
え
、
ソ
フ
ァ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
持
つ

女
の
子
に
何
か
言
っ
て
い
る
。
そ
の
足
元
に
は
懐

か
し
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
。 

「
こ
れ
聴
き
た
い
ワ
ン
」
と
言
う
ワ
ン
ち
ゃ
ん

の
声
が
聞
こ
え
た
。「
私
も
聴
き
た
い
ワ
ン
」
そ

れ
に
応
え
る
よ
う
に
Ｃ
Ｄ
を
買
っ
た
。
帰
宅
し
、

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
両
手
で
包
ん
で
ワ
ク
ワ
ク
。

流
れ
て
き
た
の
は
仏
語
「
イ
パ
ネ
マ
の
娘 

ｂ
ｙ

ナ
ラ
・
レ
オ
ン
」
あ
、
聴
い
た
こ
と
あ
る
曲
。「The 

bossa nova

」
と
い
う
こ
の
Ｃ
Ｄ
、
実
は
色
々
な

シ
ン
ガ
ー
に
よ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ボ
サ
ノ
ヴ

ァ
２
５
曲
を
収
録
し
た
「
ボ
ザ
ノ
ヴ
ァ
入
門
編
」

な
る
も
の
。
そ
れ
は
シ
リ
ー
ズ
１
〜
４
ま
で
あ
り 

重
複
す
る
ナ
ン
バ
ー
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

色
々
な
シ
ン
ガ
ー
の
カ
バ
ー
に
よ
り
全
く
違
う
曲

に
聴
こ
え
て
し
ま
う
と
い
う
楽
し
い
裏
切
り
が
満

載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
肝
心
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

一
見
「
同
じ
じ
ゃ
ん
！
」
と
思
わ
せ
な
が
ら
も
よ

く
見
る
と
シ
リ
ー
ズ
ご
と
に
ワ
ン
ち
ゃ
ん
た
ち
が

一
匹
づ
つ
増
え
て
い
た
り
す
る
と
い
う
お
茶
目

さ
！ 

結
局
４
枚
と
も
買
っ
て
し
ま
っ
た
。 

た
か
が
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
さ
れ
ど
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
。

予
測
で
き
な
い
幸
せ
に
出
会
え
る
偶
然
も
な
か
な

か
い
い
ぞ
！ 

と
思
っ
た
。 

 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員 

奥
田

縁
（
お
く
だ 

ゆ
か
り
） 

[DVD] 778.253||BRE / １階 

[CD] 764.7||BOS / １階 

 
も
し
も
、
あ
の
場
所
か
ら
も
う
一
度
や
り
直
せ 

る
な
ら･･････

。
誰
も
が
考
え
た
想
像
が
モ
チ
ー 

フ
と
な
っ
て
い
る
こ
の
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
は
、
重 

い
展
開
や
描
写
ゆ
え
に
な
か
な
か
人
に
は
オ
ス

ス
メ
出
来
ま
せ
ん
。
で
も
こ
の
映
画
は
、
と
て
も 

胸
が
切
な
く
な
る
恋
愛
映
画
な
の
で
す
。 

記
憶
を
時
折
失
く
し
て
し
ま
う
青
年
、
エ
ヴ
ァ 

ン
は
自
分
が
「
過
去
」
に
戻
れ
る
事
を
知
っ
て
し 

ま
い
ま
す
。
彼
の
幼
馴
染
、
ケ
イ
リ
ー
の
人
生
を 

救
う
た
め
だ
け
に
そ
の
能
力
を
駆
使
す
る
エ
ヴ
ァ 

ン
。
し
か
し
、
彼
が
行
動
す
る
度
に
周
囲
に
思
わ 

ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
、
や
が
て
取
り
返
し 

の
つ
か
な
い
事
に･･････

。 

緻
密
に
計
算
さ
れ
た
プ
ロ
ッ
ト
と
、
ア
シ
ュ
ト 

ン
・
カ
ッ
チ
ャ
ー
と
エ
イ
ミ
ー
・
ス
マ
ー
ト
の
胸 

を
打
つ
演
技
、
何
よ
り
ア
イ
デ
ィ
ア
の
斬
新
さ
が 

光
る
こ
の
映
画
。
実
は
一
味
違
う
青
春
ラ
ブ
ス
ト 

ー
リ
ー
で
も
あ
る
の
で
す
。
特
に
、
失
恋
や
片
思 

い
に
苦
し
ん
だ
体
験
が
あ
る
方
に
こ
そ
観
て
欲
し 

い
一
作
で
す
。
誰
に
も
予
測
で
き
な
い
ス
リ
リ
ン 

グ
な
展
開
の
果
て
に
、
エ
ヴ
ァ
ン
は
あ
る
思
い
を 

 

The bossa nova  (約73分) 

ナラ・レオンほか 

エリック・ブレス，マッキー・グラバー 

監督・脚本 2003年アメリカ映画（114分）
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2008年度より ScienceDirect（サイエンスダイレ
クト）を正式導入しました。2007年度中はトライア
ルという形で冊子体（紙媒体）と電子ジャーナルを

利用できましたが，今後は電子ジャーナルだけにな

ります。これによって，エルゼビア発行雑誌はオン

ライン（Web）でのアクセスに変更となり，学内外
のどこからでも読むことができるようになりました。 

ScienceDirect はエルゼビア社が発行する雑誌を
電子ジャーナルで提供するシステムで，本学との契

約内容では，本学が講読している 92誌とセル･プレ
ス社発行雑誌のうち 4誌（2008年 4月現在）の 2003
年（一部は 2004年）発行号以降に掲載された記事・
論文を閲覧できるようになっています。さらに経済

学・計量経済学・財政分野 71 誌については，初号
から 1994 年発行号まで閲覧できます。また 2008
年度に限って，ビジネス・マネジメント・会計学 61
誌，神経科学 106誌も閲覧できます。 

ScienceDirect には，図書館ホームページ「電子
ジャーナル・データベース」からアクセスできます。 

 
 

 
上の図は ScienceDirect のトップページで，ペー
ジ上部の「Quick Search」部分に，論題，キーワー
ド，著者名，雑誌名，巻号，ページを入力し，「Go」
部分をクリックすると記事を検索できます。またペ

ージ上部緑色の行の「Search」の部分をクリックす
ると詳細検索ページが表示され，上記項目のほか，

購読誌のみに限定したり，記事本文中の単語，発行

年の範囲などで検索可能です。 
もちろん，雑誌名一覧からのアクセスも可能で，

トップページ上部の「Browse」や左側の「Browse by 
title」の A～Z をクリックすると雑誌名一覧が表示
されます。 

 
 
一覧画面の左側に表示される巻号部分から必要巻

号を選択すると中央部分に目次情報が表示されます。

なお，各号の先頭や記事の先頭部分に，以下の緑色

や白色のマークが表示されています。 

緑色マークが本文を閲覧できるもの，白色マーク

は本文を閲覧できないものです。ただし，白色でも

抄録（abstract）や「View Related Articles」から
関連文献が確認できます。 
本文を閲覧可能な場合は，PDFで誌面イメージの
まま読むことができるほかに，HTMLで本文を確認
できます。「SummaryPlus」は抄録＋アウトライン
＋図表＋参考文献です。 

◇◆◇◆◇ 
ScienceDirectは，cc環境のユーザ ID，パスワー
ドを使って，自宅等の学外からでも利用できます。

以下の URLにアクセスしてください。 
https://ccsslvpn.kyoto-su.ac.jp/ 
この URL にアクセスすると学外からでもアクセ
スできる ScienceDirect 以外の電子ジャーナル・デ
ータベースもリストアップしてあります。ぜひご利

用ください。 

このコーナーでは, 現在導入しているデータベースの検索ツール等を紹介します。 
 



 
15

 

 

 

 

寄贈順（９/１～３/31） 敬称略

 

田中 義皓（外国語学部） 

『世界の小国 : ミニ国家の生き残り戦略』 講談社 , 

2007 

小田 秀典（経済学部） 

『Developments on experimental economics : new 

approaches to solving real-world problems 』

Springer , 2007 

湟野 正満（外国語学部） 

『クローデルと日本 : クローデル歿後 50 年国際会

議・シンポジウム論文集』 七月堂, 2006 

植村 和秀（法学部） 

『近代日本とドイツ : 比較と関係の歴史学』 ミネ

ルヴァ書房 , 2007 

李 為（経営学部） 

『現代日本の流通と社会』 ミネルヴァ書房 , 2004

『現代中国の流通と社会』 ミネルヴァ書房 , 2005

『中国の社会階層と貧富の格差』 ハーベスト社 , 

2004 

『文化としての流通』 同文舘出版 , 2007 

野﨑 京子（文化学部） 

『強制収容とアイデンティティ・シフト : 日系二

世・三世の「日本」と「アメリカ」』 世界思想社 , 

2007 

小池 和彰（経営学部） 

『解説所得税法』第２版 税務経理協会 , 2007 

『解説法人税法』第２版 税務経理協会 , 2007 

山本 啓二（文化学部） 

『カルダーノのコスモス : ルネサンスの占星術師』

勁草書房 , 2007 

勝矢 淳雄（理学部） 

『糺の森を探検しよう！』 北斗プリント , 2008 

森 捨信（外国語学部） 

『言語文化論 : 脱主体のことば －日本語－』 成

美堂 , 2008 

島 憲男（外国語学部） 

『ドイツ語を考える : ことばについての小論集』 三

修社 , 2008 

岩本 誠吾（法学部） 

『国際紛争と国際法』 嵯峨野書院 , 2008 

狭間 直樹（外国語学部） 

『孫文と南方熊楠 : 孫文生誕 140 周年記念国際学術

シンポジウム論文集』 汲古書院 , 2007 

『孫文与南方熊楠』  , 2007 

 
 
 
 

新規導入データベース紹介  

詳細は図書館ホームページをご覧ください。 

 
◆ScienceDirect：Elsevier（エルゼビア）社発行雑
誌のうち，本学購読約 90誌の 2003年発行号以降 
の記事が読める。→詳細はｐ.14 
◆ JSTOR ： Arts & Science Ⅲ ～ Ⅴ お よ び

Complement 言語学・文学・音楽・歴史・美
術・建築・映画・舞台芸術・民族学・宗教分野

の 150誌，法律・心理学・公共政策・行政・ビジ
ネス・教育分野の 112 誌，哲学・歴史・古典研
究・芸術分野の 120誌（2009年予定），複数の学
術領域にまたがる 150 誌（2008 年予定）が，創
刊号から最近 1～5年間分まで読める。 
◆Science Online, Science Classic：科学誌Science
の創刊号（1880 年刊行）から最新号に掲載され
た記事にアクセス可能。 
◆Nature：科学誌Natureの最近 5年間の発行号に
掲載された記事が読める。 

 

館内の施設・設備が新しくなりました！ 

◆グループ視聴覚室 102から 106を全面改修，休憩
室を全面改装。 
◆パソコン室のパソコン 56台を更新。 
 
（案内）「頭の体操～脳をきたえよう～」展 

からくり・折り紙・算数・視覚・ことばなど図

書館所蔵の資料で，色々な角度から頭の体操をし

てみませんか？ 
○期間：４月１日（火）から５月 15日（木） 
○会場：図書館１階パソコン室展示スペース 

 

（案内）「ここではない何処かへ ～ 図書館， 

ときどき，映画館 ～」映画上映会 

○期間：４月８日（火）から 14日（月） 
○会場：図書館ホール 
日時，タイトル等は POST，学内掲示板，館内
掲示でご確認ください。 

 

（予告）「第４回図書館書評大賞」原稿募集！ 

  応募資格は学部学生のみ，書評対象図書は本学

図書館の所蔵図書。応募期間は，６月１日（日）

～９月 30日（火）。応募要領等の詳細は，図書館
ホームページ，POST，館内掲示で発表します。   

 
 

 

今年は国内外でいろいろな行事などが予定されて
おり，今号の特集で取り上げてみました。いかがでし
たか？ご紹介したように図書館では様々な資料が，皆
さんに手に取ってもらうのを待っています。 
ネットで調べるのもよいですが，知りたいことがあ
れば，まず図書館を使ってみてください。 
表紙・カットにご協力いただいたデザインクラブ
の今村さん，木下さん，ありがとうございました。 



 
16

     
  

 

図
書
館
の
一
番
の
目
的
・
役
割
は
、
利
用
者
が
求
め
て

い
る
資
料
や
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
資
料

や
情
報
を
収
集
・
整
備
し
保
存
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
に
重
要
な
の
が
、
図
書

館
を
利
用
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
を
対
象
に
利
用
教
育
を
行
い
、

情
報
活
用
能
力
を
身
に
つ
け
た
自
立
し
た
利
用
者
を
育
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
相
談
に
来
る
学
生
の
多

く
が
資
料
の
探
し
方
や
調
べ
方
を
よ
く
知
ら
ず
、
目
当
て

の
資
料
を
探
す
の
に
非
常
に
遠
回
り
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
図
書
館
員
は
日
常
的
に
個
別
に
対
応
し
て
、
図
書
館

の
利
用
法
や
蔵
書
の
検
索
方
法
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
た
め

の
参
考
文
献
の
探
し
方
な
ど
の
利
用
指
導
を
行
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
個
別
の
利
用
者
に
毎
日
繰
り
返
し
行
っ

て
い
る
利
用
指
導
を
、
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、
体

系
的
・
組
織
的
に
行
う
の
が
利
用
教
育
で
あ
る
。
カ
ウ
ン

タ
ー
で
利
用
者
を
待
っ
て
い
る
受
動
的
な
態
勢
か
ら
、
能

動
的
に
利
用
者
に
働
き
か
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。 

 

本
学
で
は
、
毎
年
、
年
間
計
画
に
基
づ
き
、
新
入
生
や

在
学
生
、
大
学
院
生
、
留
学
生
、
新
任
教
員
、
就
職
活
動

中
の
学
生
な
ど
に
利
用
教
育
を
行
っ
て
い
る
。 

 

な
か
で
も
例
年
４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
、
約
３
０
０
０
名

の
１
年
次
生
を
対
象
に
、
各
学

部
の
必
修
科
目
の
１
コ
マ
で
実

施
し
て
い
る
新
入
生
利
用
教
育

は
、
す
で
に
２
０
年
以
上
の
実

績
が
あ
る
。
入
学
後
の
２
か
月

間
に
５
０
ク
ラ
ス
以
上
に
実
施

す
る
た
め
、
図
書
館
職
員
を
総

動
員
し
て
行
う
こ
と
に
な
る
。 

 

ま
た
、
ゼ
ミ
ク
ラ
ス
対
象
に
行
う
文
献
探
索
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
は
、
新
聞
や
雑
誌
記
事
の
探
し
方
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
紹
介
し
て
お
り
、
ゼ
ミ
の
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に

す
ぐ
に
役
立
つ
と
好
評
で
あ
る
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

 

利
用
教
育
を
行
う
こ
と
は
図
書
館
員
の
責
務
と
こ
こ
ろ

え
、
利
用
者
が
必
要
と
し
て
い
る
と
き
に
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
く
用
意
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
最
新
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
本
学
版

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
文
献
・
情
報
の
探
し
方
』
な
ど
を
作
る

こ
と
も
、
利
用
者
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
図
書
館
員

が
基
本
的
な
参
考
図
書
や

情
報
検
索
法
を
知
っ
て
お

く
た
め
の
地
道
で
は
あ
る

が
大
切
な
仕
事
で
あ
る
。 

 

図
書
館
員
な
ら
だ
れ
で
も
、
利
用
者
に
は
時
間
の
む
だ

な
く
効
率
的
に
資
料
や
情
報
を
入
手
し
活
用
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。
学
生
時
代
に
身
に
つ
け
た
情
報
を
探
す

能
力
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
役
立
つ
は
ず
だ
。
で
き
れ
ば
、

新
入
生
利
用
教
育
の
１
コ
マ
、
ゼ
ミ
ク
ラ
ス
の
１
コ
マ
だ

け
で
な
く
、
も
っ
と
利
用
教
育
に
時
間
が
割
け
れ
ば
と
い

う
の
が
担
当
者
の
切
実
な
願
い
で
あ
る
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

春
学
期
の
図
書
館
利
用
教
育
計
画 

春
学
期
中
に
、 

次
の
利
用
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
新
入

生
・
ゼ
ミ
受
講
生
は
ク
ラ
ス
単
位
で
受
け
付
け
ま
す
。 

 新
任
教
員 

大
学
院
学
生 

ゼ
ミ
受
講
生 

新
入
生 

実
施
対
象 

４
月 

４
月 

４
〜
７
月 

４
〜
５
月 

実
施
時
期

利
用
案
内
・
研
究
用
図
書
購
入
申
込
み

方
法
・
検
索
実
習
（
蔵
書
・
契
約
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
・
館
内
案
内 

（
９
０
分
） 

利
用
案
内
・
文
献
探
索
法
・
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
紹
介
・
検
索
実
習 

（
９
０
分
） 

文
献
探
索
法
・
検
索
実
習
（
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
・
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
） 

（
９
０
分
） 

利
用
案
内
・
検
索
実
習
（
蔵
書
・
新
聞

記
事
・
雑
誌
記
事
）
・
館
内
案
内 

 
 

（
９
０
分
）

実
施
内
容
・
所
要
時
間 

司 
書 
の 

お 

仕 

事 
利
用
指
導
と
図
書
館
利
用
教
育 

発 

行 

京
都
産
業
大
学
図
書
館 

所
在
地 

〒
６
０
３
―
８
５
５
５ 

 

京
都
市
北
区
上
賀
茂
本
山 

電 

話 
(

０
７
５)

７
０
５
―
１
４
４
６ 

その３


